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喘息発作で入院した小児の患者教育のあり方
―テーラーメイドの喘息教育を受けた2事例から―
いた．これらの看護師の介入の結果，長期管理薬とセル
フモニタリングへの理解が高まり，退院時 Cより今後
の目標として‘日誌をつけて吸入・薬を忘れずにする’
と語りがあり，1ヵ月後も継続することができていた．
以上のことから，喘息発作による入院時，小児や家族と
共に入院に至った背景を振り返り，症状の経過と発作を
起こしたきっかけとなる生活状況などを確認しながら，
説明を行うことは，セルフケア行動を向上させることに
つながると考える．
また，父母からは環境整備に関する発言が多く見られ，
看護師はその発言に着目した指導を行っていた．その結
果，掃除回数や自宅の環境に改善がみられていた．アレ
ルギー総合ガイドライン 2016（一般社団法人日本アレ
ルギー学会，2016）では，小児気管支喘息をもつ小児と
家族への教育に関して，最初はプロアクティブな治療が
必要な理由を理解できる必要最低限の説明にとどめるよ
うにとしている．しかし，喘息発作による入院時は，治
療への意欲が高く，小児自身も家族も状態がイメージ
しやすい中で，喘息についてのセルフケア行動の問題
点とその解決方法を見出しやすい時期である（吉竹ら，
2017）．小児と家族が小児の喘息の状態について関心を
向けやすい喘息発作時だからこそ，長期管理薬の継続の
みに着目した指導を行うのではなく，小児と家族が関心
をもつ事柄に対しても説明を行うことでその事柄に関す
るセルフケア行動を高めるきっかけになると考える．
また，入院は特殊な状況下であるため，主な養育者以
外の家族も小児の喘息に意識を向けやすく，中には来院
する場合もある．Cの事例では，母親だけでなく父親も
来院し，発作入院をきっかけに，家族全体で喘息につい
て学び話し合う機会がつくられた．その結果，父親を含
めた家族の喘息に関する適切なセルフケアを行うことへ
の意識を高めることができ，喘息発作時のみしか対応
ができなかった状況から，治療継続や丁寧な環境整備と
いった喘息発作予防とセルフマネジメントにつながっ
た．喘息をもつ小児の母親は，家族や周囲の支援を得ら
れていないと感じている（近藤，2010）と言われており，
母親以外の家族への関わりが必要とされている．以上の
ことからも，喘息発作による入院を，家族全体で小児の
喘息について考える場として捉え，関わりを行う必要が
あると考える．
Ⅶ．今後の課題
今回明らかとなった喘息発作による入院中に行う効果
的な患者教育を，その他の急性期病院でも導入すること
ができるよう，よりよい方法を検討していく必要がある
と考える．その上で，その患者教育を受けた小児やその
家族がその後正しいセルフケア行動を実施することがで
きているか，また喘息のコントロール状況がどの程度で
あるかを調査していくことが今後の課題である．さらに，
今回の教育をどのように外来での継続的な関わりに繋げ
ていくかについても検討していく必要があると考える．
Ⅷ．結論
喘息発作による入院中にテーラーメイドの喘息教育を
受けた 50 事例のうち，喘息に関する理解度とセルフケ
アに関する自己効力感において高い効果が見られた 2事
例を分析した結果，以下の喘息教育のあり方が示唆され
た．
1．…小児や家族と共に，喘息発作による入院に至った背
景を振り返り，発作を起こしている今の状況を確認し
ながら，喘息に関するセルフケア行動についての説明
を行うこと
2．…画一的な説明を行うだけでなく，小児と家族が持つ
関心事は何かを知り，その事項に関する説明も行うこ
と
3．…短い入院期間の中でも段階的な教育を行い，小児と
家族が「わかる」「できる」と感じることができる説
明を行うこと
4．…小児と主な養育者だけでなく，小児に関わる家族全
体に向けた教育を行うこと
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